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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のオーソリティー類型を提供し、前記複数のオーソリティー類型における少なくと
も１つのオーソリティー類型が他のオーソリティー類型のオーソリティー範囲を設定する
ステップと、
　異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタフェースを配
置するステップと、
　使用者のオーソリティー類型を判断するステップと、
　前記オーソリティー類型に基づいてそのオーソリティー類型が管理及び制御する操作イ
ンタフェースに進入して制御パラメーターを設定するステップと、
を備え、
　前記異なるオーソリティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーを
含み、前記設備管理オーソリティーは、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲を
設定し、
　使用者は前記設備管理オーソリティーを通して制御パラメーターの基準値を設定し、前
記操作オーソリティーによって制御パラメーターを設定する時、前記設備管理オーソリテ
ィーによって管理及び制御される操作インタフェースに表示される前記基準値を基準にす
ることを特徴とする射出成型装置の制御パラメーターの設定方法。
【請求項２】
　使用者は前記設備管理オーソリティーを通して、前記基準値に対応する前記操作オーソ
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リティーの管理範囲を設定することを特徴とする請求項１に記載の射出成型装置の制御パ
ラメーターの設定方法。
【請求項３】
　異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタフェースは、
システム監視インタフェースと、型締めシステムインタフェースと、温度制御システムイ
ンタフェースと、射出システムインタフェースと、気体の吹き、中子の抜き出し、ねじ山
の形成及び金型からの突出しにおける少なくとも１つの制御パラメーターを設定する特殊
機能のインタフェースと、を含み、
　前記操作オーソリティーは、システム監視インタフェース、型締めシステムインタフェ
ース、温度制御システムインタフェース及び射出システムインタフェースの中の少なくと
も１つを管理及び制御し、
　前記設備管理オーソリティーは、システム監視インタフェース、型締めシステムインタ
フェース、温度制御システムインタフェース及び射出システムインタフェースの中の少な
くとも１つと、特殊機能のインタフェースと、を管理及び制御することを特徴とする請求
項１に記載の射出成型装置の制御パラメーターの設定方法。
【請求項４】
　前記射出成型装置は、原始インタフェース及び制御ユニットを備え、
　前記原始インタフェースは、前記射出成型装置の制御パラメーターを設定し、
　前記制御ユニットは、前記制御パラメーターに基づいて前記射出成型装置の作動を制御
し、
　前記異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタフェース
に配置される制御パラメーターは、原始インタフェースにおける制御パラメーターと同じ
であることを特徴とする請求項１に記載の射出成型装置の制御パラメーターの設定方法。
【請求項５】
　制御パラメーターを設定する原始インタフェースと、型締めユニットと、射出ユニット
と、前記制御パラメーターに基づいて前記型締めユニット及び前記射出ユニットの作動を
制御する制御ユニットと、入力ユニットと、表示装置と、を備える射出成型装置において
、
　複数のオーソリティー類型を配置し、且つ少なくとも１つのオーソリティー類型が他の
オーソリティー類型に対してオーソリティー範囲を設定するオーソリティー配置ユニット
と、異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタフェースと
、使用者のオーソリティー類型を判断するオーソリティー判断モジュールと、オーソリテ
ィー類型に基づいてそれに対応する操作インタフェースに進入して制御パラメーターを設
定するパラメーター設定モジュールと、をさらに備え、
　前記異なるオーソリティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーを
含み、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲は、前記設備管理オーソリティーに
よって設定され、
　前記射出成型装置は、前記設備管理オーソリティーによって管理及び制御される基準設
定ユニットをさらに含み、
　前記基準設定ユニットは、制御パラメーターの基準値を設定し、前記設備管理オーソリ
ティーによって前記基準値に相対して設定された操作オーソリティーの管理範囲内で制御
パラメーターを設定することを特徴とする射出成型装置。
【請求項６】
　前記複数の操作インタフェースに配置される制御パラメーターは、原始インタフェース
における制御パラメーターと同じであることを特徴とする請求項５に記載の射出成型装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、射出成型装置の制御パラメーターの設定方法及び射出成型装置に関するもの
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である。
【背景技術】
【０００２】
　射出成型（Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｍｏｌｄｉｎｇ）方法は、溶融された材料を高圧で成
型金型のキャビディーに注入してから、冷却及び固化して成型品を得る加工法である。前
記射出成型方法は、形状が複雑である部品の量産に適用される。
【０００３】
　射出成型は、大体に型締め、射出、保圧、冷却、型開き、成型品の取出などの６つの工
程に分けられる。前記工程を繰り返して製品の連続的な製造を実現する。射出成型過程が
複雑であるので、射出成型装置を操作する時、大量の制御パラメーター（例えば、型締め
の圧力、射出の圧力及び速度等）を設定しなければならない。これらの制御パラメーター
は、一般的に射出成型装置に配置されている原始操作インタフェースによって設定される
。前記原始操作インタフェースは、前記射出成型装置の制御システムに接続される。前記
原始操作インタフェースには、設定しようとする項目に対応する標識、押しボタン及びダ
イアログボックス（Ｄｉａｌｏｇ　Ｂｏｘ）などが配置されており、且つ表示装置によっ
て表示される。使用者はマウス、キーボードなどのような入力装置で制御パラメーターの
設定を行い、前記原始操作インタフェースは入力された前記制御パラメーターを制御装置
に伝送する。目下、制御パラメーターの設定におけるオーソリティー（Ａｕｔｈｏｒｉｔ
ｙ：ここで「オーソリティー」とは、オペレータ及び生産管理者があるシステムに対して
操作及び管理できる権限の許可範囲を指す）の制御方法は、一般に原始操作インタフェー
スにパスワードを設定して、前記パスワードを所有した使用者のみが操作インタフェース
に進入して制御パラメーターを設定できる。
【０００４】
　しかし、前記オーソリティー制御方式は比較的単純である。例えば、一般オペレータと
生産管理者とは、パスワードを通して同じ操作インタフェースに進入して、前記原始イン
タフェースの制御パラメーターに対して設定できるオーソリティーを所有している。前記
一般オペレータがいろいろな制御パラメーター（特に重要な制御パラメーター）を十分に
掌握するには、長期間の訓練及び実際の操作が必要である。一般オペレータの経験の不足
によって制御パラメーターが間違って設定されれば、経済的な損失を招く。従って、従来
の射出成型過程において、制御パラメーターの設定を有効に管理及び制御することができ
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以上の問題点に鑑みて、本発明は、射出成型装置の制御パラメーターの設定を有効に管
理及び制御できる方法及びその方法が適用される射出成型装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記問題を解決するために、本発明に係る射出成型装置の制御パラメーターの設定方法
は、複数のオーソリティー類型を提供し、前記複数のオーソリティー類型における少なく
とも１つのオーソリティー類型が他のオーソリティー類型のオーソリティー範囲を設定す
るステップと、異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタ
フェースを配置するステップと、使用者のオーソリティー類型を判断するステップと、前
記オーソリティー類型に基づいてそのオーソリティー類型が管理及び制御する操作インタ
フェースに進入して制御パラメーターを設定するステップと、を備え、前記異なるオーソ
リティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーを含み、前記設備管理
オーソリティーは、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲を設定し、使用者は前
記設備管理オーソリティーを通して制御パラメーターの基準値を設定し、前記操作オーソ
リティーによって制御パラメーターを設定する時、前記設備管理オーソリティーによって
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管理及び制御される操作インタフェースに表示される前記基準値を基準にする。
【０００７】
　また、本発明に係る射出成型装置は、制御パラメーターを設定する原始インタフェース
（ここで「原始インタフェース」とは、各々の射出成形装置の専用のパラメーターが設定
されているインタフェースを指す）と、型締めユニットと、射出ユニットと、前記パラメ
ーターに基づいて前記型締めユニット及び前記射出ユニットの作動を制御する制御ユニッ
トと、入力ユニットと、表示装置と、を備え、また、複数のオーソリティー類型を配置し
、且つ少なくとも１つのオーソリティー類型が他のオーソリティー類型に対してオーソリ
ティー範囲を設定するオーソリティー配置ユニットと、異なるオーソリティー類型によっ
て管理及び制御される複数の操作インタフェースと、使用者のオーソリティー類型を判断
するオーソリティー判断モジュールと、オーソリティー類型に基づいてそれに対応される
操作インタフェースに進入して制御パラメーターを設定するパラメーター設定モジュール
と、をさらに備え、前記異なるオーソリティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理
オーソリティーを含み、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲は、前記設備管理
オーソリティーによって設定され、前記射出成型装置は、前記設備管理オーソリティーに
よって管理及び制御される基準設定ユニットをさらに含み、前記基準設定ユニットは、制
御パラメーターの基準値を設定し、前記設備管理オーソリティーによって前記基準値に相
対して設定された操作オーソリティーの管理範囲内で制御パラメーターを設定する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る射出成型装置の制御パラメーターの設定方法及び射出成型装置において、
権限が異なる使用者の操作オーソリティーを制御して、権限が異なる使用者は自身の与え
られた権限範囲内で制御パラメーターを設定することができ、権限が異なる使用者の要求
を満足し、且つ部分的なオーソリティー類型が他のオーソリティー類型のオーソリティー
範囲を限定することができ、射出成型過程における制御パラメーターの設定の管理及び制
御が便利になる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る射出成型装置の構成を示す図である。
【図２】図１に示す射出成型装置のシステム監視インタフェースの構成を示す図である。
【図３】本発明に係る射出成型装置の制御パラメーターの設定方法のフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面に基づいて、本発明に係る射出成型装置の制御パラメーターの設定方法及び
射出成型装置について詳細に説明する。
【００１１】
　図１を参照すると、本発明に係る射出成型装置１０は、原始インタフェース１１と、制
御ユニット１３と、型締めユニット１４と、射出ユニット１５と、入力ユニット１７と、
表示装置（図示せず）と、を備える。
【００１２】
　前記原始インタフェース１１は、前記制御ユニット１３に接続され、且つ前記表示装置
によって表示される。前記原始インタフェース１１には、設定しようとする項目に対応す
る記号又はアイコンが配置されている。前記原始インタフェース１１は、入力ユニット１
７の入力に応答して前記射出成型装置１０の制御パラメーターに対して設定を行う。前記
制御ユニット１３は、前記制御パラメーターに基づいて型締めユニット１４及び射出ユニ
ット１５の動作を制御する。前記入力ユニット１７としては、キーボード、マウス及びタ
ッチパネルなどであることができる。
【００１３】
　前記射出成型装置１０は、複数のオーソリティー類型を配置するオーソリティー配置ユ
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ニット２１と、異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタ
フェース２２と、パスワード指令を受け取るパスワード受け取りモジュール２３と、使用
者のオーソリティー類型を判断するオーソリティー判断モジュール２４と、オーソリティ
ー類型に基づいてそれに対応される操作インタフェース２２に進入して制御パラメーター
を設定するパラメーター設定モジュール２５と、をさらに備える。
【００１４】
　前記オーソリティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーを含む。
前記設備管理オーソリティーは、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲を設定す
る。前記設備管理オーソリティーは、主に生産管理者によって使用され、前記操作オーソ
リティーは、主に一般オペレータによって使用される。これによって、生産管理者は、一
般オペレータの制御パラメーターの設定オーソリティー及び調節範囲を制限して生産に対
する管理及び制御を行い、一般オペレータの経験の不足などの原因によって制御パラメー
ターを間違って設定することによる経済的な損失を防止する。
【００１５】
　異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複数の操作インタフェース２２
に配置される制御パラメーターは、各型の射出成型装置１０の原始インタフェース１１に
おける同じ類型の制御パラメーターから選択される。前記操作インタフェース２２は、前
記原始インタフェース１１及び前記制御ユニット１３に接続される。即ち、前記操作イン
タフェース２２が設定した制御パラメーターは前記制御ユニット１３に伝送され、前記制
御ユニット１３は前記操作インタフェース２２に配置された制御パラメーターに基づいて
制御し、前記原始インタフェース１１の対応する制御パラメーターは相応的に変更されて
、各型の射出成型装置１０の間に統一された操作環境が作られることによって、使用者の
操作及び管理を容易にする。操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーによって管
理及び制御される操作インタフェース２２は、初始インタフェース（ここで「初始インタ
フェース」とは、複数の各種類型の射出成型装置の共用のパラメーターが設定されている
インタフェースを指す）と、システム監視インタフェースと、型締めシステムインタフェ
ースと、温度制御システムインタフェースと、射出システムインタフェースと、を含む。
その中において、初始インタフェースには、型締めに必要な力、型開きの最大行程、最大
速度、最大圧力、及び適用の材料などの基本情報が表示される。
【００１６】
　図２を参照すると、前記システム監視インタフェース１２２には、射出プロセス表示区
域１２２１、金型状態表示区域１２２３、射出状態表示区域１２２４及びノズル温度表示
区域１２２５が配置されている。
【００１７】
　前記温度制御システムインタフェースは、金型の加熱のパラメーター及び材料輸送管の
加熱のパラメーターを表示及び設定する。型締めシステムインタフェースは、型締め、低
圧保護及び高圧型締めの３つの段階における圧力値、速度値及び時間値などを表示及び設
定する。射出システムインタフェースは、保圧段階及び射出段階における圧力値、速度値
などを表示及び設定する。
【００１８】
　前記設備管理オーソリティーは、ある特殊機能のインタフェースを管理及び制御するこ
とができる。前記特殊機能インタフェースは、気体の吹き、中子の抜き出し、ねじ山の形
成及び金型からの突出しなどの特殊機能の制御パラメーターを設定する。
【００１９】
　前記射出成型装置１０は、前記設備管理オーソリティーによって管理及び制御される基
準設定ユニット１９をさらに含むこともできる。前記基準設定ユニット１９は、制御パラ
メーターの基準値（あるパラメータに近接する「参考値」）を設定し、前記基準値と前記
操作オーソリティーによって管理及び制御される操作インタフェースとを関連させる。即
ち、前記設備管理オーソリティーを所有する使用者が、自身の管理及び制御できるインタ
フェース内で、ある制御パラメーターの基準値を設定すると、前記操作オーソリティーに
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よって管理及び制御される操作インタフェース内で前記基準値に対応する制御パラメータ
ーも基準値に設定される。前記設備管理オーソリティーは、前記操作オーソリティーの管
理及び制御が前記設備管理オーソリティーによって前記基準値に相対して設定された管理
範囲内で管理されるのを管理及び制御する。前記基準設定ユニット１９は、授権百分比（
ここで「授権百分比」とは、「参考値」を基準としてパラメーターの調節範囲を確定する
ことを指す。例えば、「参考値」が８０であり、「授権百分比」が１０％である場合、パ
ラメーターに対する調節範囲は、７２～８８である）を設定する。前記操作オーソリティ
ーによって管理及び制御される前記基準値に対応するパラメーターの管理範囲は、前記基
準設定ユニット１９によって設定される授権百分比の具体的な数値と前記基準値との乗算
範囲内に限定される。前記授権百分比を５％～１０％に設定するのが好ましい。
【００２０】
　図３に示したように、本発明に係る射出成型装置の制御パラメーターの設定方法は、以
下のステップ（Ｓ１００～Ｓ１０５）を含む。
【００２１】
　ステップＳ１００では、複数のオーソリティー類型を提供し、前記複数のオーソリティ
ー類型における少なくとも１つのオーソリティー類型が他のオーソリティー類型に対して
オーソリティー範囲を設定する。
【００２２】
　前記異なるオーソリティー類型は、操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーを
含む。前記設備管理オーソリティーは、前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲を
設定する。前記設備管理オーソリティーは、主に生産管理者によって使用され、前記操作
オーソリティーは、主に一般オペレータによって使用される。
【００２３】
　ステップＳ１０１では、前記異なるオーソリティー類型によって管理及び制御される複
数の操作インタフェースを配置する。
【００２４】
　操作オーソリティーによって管理及び制御される操作インタフェースは、初始インタフ
ェースと、システム監視インタフェースと、型締めシステムインタフェースと、温度制御
システムインタフェースと、射出システムインタフェースと、を含む。設備管理オーソリ
ティーによって管理及び制御される操作インタフェースは、初始インタフェースと、シス
テム監視インタフェースと、型締めシステムインタフェースと、温度制御システムインタ
フェースと、射出システムインタフェースと、特殊機能インタフェースと、を含む。
【００２５】
　ステップＳ１０２では、使用者が入力したパスワード指令をパスワード受け取りモジュ
ールが受け取る。
【００２６】
　本発明に係る射出成型装置１０を起動すると、表示装置にパスワード入力のダイアログ
ボックスが出現し、使用者はパスワード指令を前記パスワード入力のダイアログボックス
に入力する。前記パスワード指令は、記号型パスワード指令または指紋型パスワード指令
とすることができる。
【００２７】
　ステップＳ１０３では、入力されたパスワード指令に基づいて、オーソリティー判断モ
ジュールが使用者のオーソリティー類型を判断する。
【００２８】
　本実施例において、オーソリティー判断モジュール２４には記憶ユニットが設置されて
いる。前記記憶ユニットは操作オーソリティー及び設備管理オーソリティーに対応するパ
スワート指令が記憶されている。使用者がパスワート指令を入力した場合、入力されたパ
スワート指令と前記記憶ユニットに記憶されているパスワート指令とを比較して、オーソ
リティー類型を判断する。
【００２９】
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　ステップＳ１０４では、入力されたパスワート指令が設備管理オーソリティーにマッチ
ング（Ｍａｔｃｈｉｎｇ）すれば、設備管理オーソリティーによって管理及び制御される
操作インタフェースに進入する。
【００３０】
　前記設備管理オーソリティーは、主に生産管理者によって使用される。前記設備管理オ
ーソリティーによって管理及び制御される操作インタフェース内で、初始インタフェース
、システム監視インタフェース、型締めシステムインタフェース、温度制御システムイン
タフェース、射出システムインタフェース及び特殊機能インタフェースに配置される相関
パラメーターが設定される。
【００３１】
　さらに、前記基準設定ユニットで制御パラメーターの基準値を設定することができる。
前記基準値は前記設備管理オーソリティーによって管理及び制御される操作インタフェー
スに表示されると共に、前記操作オーソリティーの設定できる対応される制御パラメータ
ーの数値が基準値に修正される。前記基準値は、制御ユニットに関連せず、前記操作オー
ソリティーが制御パラメーターを設定する場合の参考になる。なお、前記設備管理オーソ
リティーに管理範囲を設定すると、操作オーソリティーによる制御パラメーターの管理は
、前記基準値に相対して設定された管理範囲内だけで行われる。本実施例において、前記
設備管理オーソリティーは前記基準設定ユニット１９を通して授権百分比を設定する。前
記操作オーソリティーが前記制御パラメーターに対する管理範囲は、前記授権百分比と前
記基準値との乗算範囲内に限定される。
【００３２】
　ステップＳ１０５では、入力されたパスワート指令が操作オーソリティーにマッチング
すれば、前記操作オーソリティーによって管理及び制御される操作インタフェースに進入
する。
【００３３】
　前記操作オーソリティーのオーソリティー範囲は、前記設備管理オーソリティーによっ
て限定される。前記設備管理オーソリティーの授権範囲内で、操作オーソリティーは制御
パラメーターを設定し、前記制御パラメーターを前記制御ユニット１３に伝送して、前記
制御ユニット１３は前記制御パラメーターに基づいて前記射出成型装置１０の作動を制御
する。
【００３４】
　また、より多くのオーソリティー類型を設定し、各々のオーソリティー類型によって管
理及び制御される複数の操作インタフェースを配置して、より多くの使用者の要求を満足
させることができる。
【００３５】
　また、前記操作オーソリティーを設置しなくてもよい。即ち、射出成型装置を起動すれ
ば、直接操作オーソリティーとなる。操作オーソリティーに進入するように、パスワード
を入力する必要はない。
【００３６】
　以上、本発明の好適な実施例について詳細に説明したが、本発明は前記実施例に限定さ
れるものではなく、本発明の範囲内で種々の変形又は修正が可能であり、該変形又は修正
も又、本発明の特許請求の範囲内に含まれるものであることは、いうまでもない。
【符号の説明】
【００３７】
　１０　射出成型装置
　１１　原始インタフェース
　１３　制御ユニット
　１４　型締めユニット
　１５　射出ユニット
　１７　入力ユニット
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　１９　基準設定ユニット
　２１　オーソリティー配置ユニット
　２２　操作インタフェース
　２３　パスワード受け取りモジュール
　２４　オーソリティー判断モジュール
　２５　パラメーター設定モジュール
　１２２　システム監視インタフェース
　１２２１　射出プロセス表示区域
　１２２３　金型状態表示区域
　１２２４　射出状態表示区域
　１２２５　ノズル温度表示区域

【図１】 【図２】
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